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会
計
通
史
は
二
十
世
紀
の
は
じ
め
頃
、
ウ
ル
フ
(
戸
〉
・
巧
8
ロ
)
と
か
、
ブ
ラ
ウ
ン
(
同
・
切
円
。
巧
ロ
)
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
、
さ
ら
に
今
世
紀
の
前
半
期
に
い
く
つ
か
の
著
書
が
あ
ら
わ
れ
た
。
体
系
化
は
十
四
・
主
世
紀
に
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
成
果
と
し
て
複
式
簿
記
法
が
北
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
十
七
・
八
世
紀
、
そ
し
て
十
九
世
紀
を
通
じ
書
評
J-mロ
F
O仲
出
。
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ロ
ロ
門
出
口
の
u
J
茂
木
虎
雄
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
近
代
的
簿
記
法
、
会
計
実
践
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
的
課
題
は
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
複
式
簿
記
法
の
形
成
過
程
で
あ
っ
た
。
両
書
の
出
版
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
英
国
で
な
さ
れ
た
英
国
中
心
会
計
史
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
末
、
二
十
世
紀
初
頭
に
イ
タ
リ
ア
で
は
白
国
の
会
計
史
と
し
て
、
複
式
簿
記
生
成
発
達
夫
が
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
語
学
の
問
題
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
ほ
ど
わ
が
国
で
は
問
題
と
な
ら
ず
に
い
一O
九
量雲
間
評
た
。
そ
の
後
二
十
世
紀
の
三
十
年
代
に
い
た
っ
て
原
価
計
算
論
を
中
心
と
し
て
管
理
会
計
論
が
重
視
さ
れ
、
原
価
計
算
史
の
研
究
も
は
じ
ま
っ
て
、
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
関
心
は
た
か
ま
っ
た
。
リ
ト
ル
ト
ン
は
会
計
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
き
、
十
五
位
紀
と
十
九
世
紀
が
栄
光
の
世
紀
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
会
計
実
践
史
へ
の
指
向
が
原
価
計
算
学
者
・
史
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
に
い
た
っ
て
、
一
九
五
六
年
の
リ
ト
ル
ト
ン
、
ャ
i
メ
イ
編
の
会
計
史
研
究
は
、
会
計
史
学
を
極
め
て
進
歩
さ
せ
た
。
そ
の
な
か
で
、
各
国
会
計
史
を
深
め
る
動
き
が
出
て
き
た
。
イ
タ
リ
ア
史
、
ド
イ
ツ
史
、
フ
ラ
ン
ス
史
と
い
っ
た
方
向
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
史
は
今
後
に
ま
っ
と
ご
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
な
か
で
、
十
七
世
紀
重
視
説
も
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
は
評
者
が
提
唱
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
ま
た
イ
ギ
リ
ス
会
計
史
、
と
く
に
前
者
の
強
調
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
独
自
の
会
計
史
が
盛
ん
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
東
洋
会
計
史
で
あ
る
。
複
式
簿
記
法
展
開
の
世
界
史
的
体
系
化
の
問
題
で
も
あ
る
。
東
洋
各
国
の
固
有
簿
記
法
は
十
七
世
記
以
降
、
洋
式
簿
記
法
に
接
し
て
、
こ
れ
に
征
圧
さ
れ
る
方
向
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
国
有
簿
記
法
の
形
成
史
と
衰
退
史
は
、
洋
式
簿
記
法
の
発
達
史
の
裏
面
に
あ
る
も
の
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
複
式
簿
記
史
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
久
し
く
通
史
が
ヤ
幽
か
れ
な
か
っ
た
|
|
評
者
は
昭
和
四
十
四
年
に
『
近
代
会
計
成
立
史
論
』
と
し
て
一
つ
の
試
み
を
な
し
て
い
る
が
ー
ー
が
、
い
ま
は
な
き
0
・
テ
ン
・
ハ
I
べ
博
士
に
よ
っ
て
、
一
O
こ
こ
に
一
九
七
三
年
に
会
計
史
の
新
し
い
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
惜
し
む
べ
し
、
博
士
は
一
九
七
四
年
に
、
逝
去
さ
れ
た
。
追
悼
の
意
を
こ
め
て
こ
の
一
文
を
綴
る
。
0
・
テ
ン
・
ハ
i
べ
博
士
は
統
計
局
(
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虫
色
丘
町
田
叫
、
吋
F
o
出
回
開
ロ
タ
問
。
ロ
回
目
白
)
の
長
官
と
し
て
長
い
勤
め
を
な
し
て
、
そ
の
同
に
会
計
史
ハ
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
)
の
研
究
を
迭
め
ら
れ
た
。
生
前
に
小
島
男
佐
夫
教
授
が
親
し
く
お
会
さ
れ
て
い
る
が
、
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
に
専
門
が
あ
っ
た
。
博
士
は
一
八
九
九
年
に
生
れ
、
一
九
七
四
年
に
逝
去
。
博
士
の
主
著
は
「
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
会
計
の
歴
史
」
(
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四
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ロ
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)
で
あ
る
。
十
七
世
紀
は
オ
ラ
ン
ダ
の
黄
金
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
毛
織
物
工
業
の
隆
昌
を
背
景
と
し
た
仲
継
貿
易
が
な
さ
れ
る
。
中
世
イ
タ
リ
ア
で
形
成
さ
れ
た
複
式
簿
記
法
が
、
期
間
計
算
と
い
う
近
代
的
会
計
を
指
向
す
る
の
が
、
十
セ
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
の
興
隆
の
先
頭
に
立
つ
の
が
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
こ
の
背
景
で
、
当
時
出
版
さ
れ
た
著
述
を
、
二
ハ
一
O
年
の
ワ
ニ
ヘ
ン
(
田
中
出
品
目
吋
尖
巧
E
山口問
3
4白
ロ
の
き
H
宮
口
)
の
簿
記
室
聞
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
文
献
史
で
あ
る
が
、
序
章
に
お
い
て
十
七
・
八
世
紀
の
会
計
実
践
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
む
叩
の
叩
汚
庄
司
会
ω
巳田
4
出
口
町
四
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間
O
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F
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c
a叩ロ
Z
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色
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O同
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町
巾
出
S
H
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D
同
ロ
ccw
r四
品
目
口
問
〉
と
い
う
著
書
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
博
士
は
、
前
に
も
ふ
れ
た
一
九
五
六
年
の
リ
ト
ル
ト
ン
、
ヤ
I
メ
イ
編
著
の
会
計
史
研
究
に
お
い
て
、
「
フ
ル
ー
ジ
ュ
の
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
」
(
臼
自
己
ロ
ω
Z
4
5
0町
切
門
広
岡
叩
ろ
と
い
う
論
文
を
書
い
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
の
み
な
ら
ず
、
会
計
史
学
の
一
頁
を
大
き
く
か
ざ
る
ス
テ
ィ
ー
ビ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
人
と
な
り
業
績
を
紹
介
す
る
。
「
数
学
的
伝
統
録
」
と
い
わ
れ
る
数
学
審
の
一
部
に
簿
記
論
を
展
開
す
る
。
十
五
世
紀
の
ル
カ
・
パ
テ
ョ
l
り
と
異
な
り
、
一
六
O
七
年
の
書
と
し
て
、
会
社
企
業
の
期
間
的
計
算
、
決
算
締
切
り
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
遇
し
て
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
の
十
七
世
紀
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
進
め
る
テ
ン
・
ハ
i
ぺ
は
、
生
前
の
最
後
の
著
作
と
し
て
ロ
由
。
叩
R
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市
口
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簿
記
会
計
の
歴
史
》
を
一
九
七
三
年
に
出
さ
れ
た
。
会
計
史
学
に
久
し
ぶ
り
に
あ
ら
わ
れ
た
通
史
的
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
を
フ
ァ
ン
・
セ
ベ
ン
ダ
ー
博
士
が
、
テ
ン
・
ハ
l
ベ
死
後
の
七
六
年
に
英
訳
を
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
し
て
、
英
語
の
世
界
語
的
な
有
用
性
に
よ
っ
て
、
テ
ン
・
ハ
i
ベ
博
士
の
研
究
は
よ
り
一
般
化
す
る
。
こ
の
論
稿
で
は
、
原
書
と
英
訳
書
を
同
時
的
に
と
り
あ
げ
て
論
評
す
る
こ
と
と
す
る
。
「
会
計
史
」
と
な
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
蘭
書
二
三
一
ペ
ー
ジ
の
な
か
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
、
そ
し
て
明
確
簡
明
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
英
訳
書
評
書
も
本
文
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、
ヤ
l
メ
イ
(
回
・
ω・
JE自
由
可
)
教
授
の
英
訳
へ
の
序
文
な
ど
五
頁
が
つ
い
て
い
る
も
の
で
、
会
計
通
史
を
体
系
化
し
た
も
の
と
し
て
は
比
較
的
に
小
援
の
も
の
で
あ
る
が
、
近
頃
あ
ま
り
出
版
さ
れ
な
い
タ
イ
プ
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
ャ
i
メ
イ
教
授
の
序
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
の
研
究
序
説
と
い
え
る
も
の
で
、
ま
ず
リ
チ
ャ
!
ド
・
ダ
フ
ォ
ル
ネ
の
「
荷
人
の
鏡
」
を
と
り
あ
ヴ
、
一
六
三
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
門
ロ
ン
ド
ン
〕
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
は
複
式
簿
記
法
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
が
、
ネ
l
ダ
l
ラ
ン
ド
の
人
々
は
複
式
簿
記
の
技
術
と
学
理
を
高
く
保
持
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
べ
る
。
十
七
世
紀
初
頭
は
オ
ラ
ン
ダ
の
世
界
商
業
に
お
け
る
黄
金
時
代
で
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
複
式
簿
記
法
は
発
展
し
た
の
で
あ
ヮ
た
。
簿
記
教
育
も
ま
た
発
展
し
て
い
る
。
ヤ
i
メ
イ
は
こ
こ
に
注
目
さ
れ
る
が
、
十
七
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
の
簿
記
実
践
は
イ
ギ
リ
ス
の
簿
記
実
務
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
。
R
・
プ
ラ
ウ
ン
は
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
た
め
の
簿
記
学
校
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
書
は
一
五
四
三
年
の
イ
ム
ピ
ン
簿
記
書
に
始
ま
る
が
、
一
六
O
七
年
に
は
ス
テ
ィ
i
ビ
ン
簿
記
が
出
版
さ
れ
る
。
ヤ
i
メ
イ
は
「
十
八
世
紀
末
ま
で
に
約
五
O
人
の
著
者
に
よ
っ
て
簿
記
・
会
計
書
が
出
版
さ
れ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
著
述
を
膝
順
的
に
配
列
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
デ
・
ウ
ー
ル
と
テ
ン
・
ハ
i
ベ
の
会
計
史
書
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
書
評
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
末
に
い
た
る
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
が
知
ら
れ
る
が
、
ヤ
i
メ
イ
は
「
二
つ
の
主
著
は
ネ
1
ザ
i
ラ
ン
ド
に
お
け
る
一
八
O
O
年
ま
で
の
公
刊
さ
れ
た
会
計
書
の
詳
細
な
歴
史
論
と
し
て
の
体
系
性
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
。
二
人
に
よ
っ
て
オ
ラ
シ
ダ
会
計
交
は
幸
福
の
う
ち
に
体
系
化
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
ヤ
l
メ
イ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
他
の
国
々
で
は
こ
の
よ
う
な
研
究
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
書
名
を
示
そ
う
。
ま
ず
、
U
H
・
吋
・
の
〉
-
U
叩
毛
田
山
ア
〈
釦
ロ
句史
H
5
-
o
g叶
ω件白〈山
D
I
l
l
叩白ロ
σ山首
H-mwmH叩
円
。
門
会
w
-巾
巾
門
司
田
口
げ
四
円
吉
井
V
O戸
。
宮
山
口
内
同
四
z
m
Q
2
-
g
a
g
l
i
l
-
M
N
G巾円
B
C昆
・
巴
N吋
・
題
名
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
一
四
九
四
年
の
ル
カ
・
パ
チ
ョ
l
リ
の
簿
記
書
か
ら
二
ハ
O
七
年
の
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
の
簿
記
書
に
い
た
る
ネ
l
ザ
ン
ド
ハ
ま
た
は
ブ
ラ
γ
ス
〉
に
お
け
る
簿
記
文
献
史
で
、
十
六
世
紀
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
つ
ぎ
に
0
・
テ
ン
・
ハ
!
ベ
つ
い
て
。
。
・
叶
巾
ロ
回
目
4
0・
u
o
F
O
O吋
4田
口
げ
込
問
。
叩
rrccamwロ
宮
内
同
四
Z
白血叩
H.『
目
白
ロ
門
同
日
ロ
同
日
}
仏
叩
ロ
田
弘
muNmW4叩
口
丘
町
民
凶
巾
巾
ロ
〉
円
伊
丹
江
叩
口
弘
司
何
叩
戸
君
-
。
由
民
?
巴
ω
・
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
簿
記
の
歴
史
を
文
献
史
を
中
心
と
し
て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
と
し
り
あ
げ
ら
れ
た
簿
記
害
で
は
説
明
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
実
務
に
ふ
れ
た
も
の
が
多
い
。
ヤ
l
メ
イ
教
授
は
、
こ
の
二
者
に
ふ
れ
る
が
、
と
く
に
テ
ン
・
ハ
i
べ
を
多
く
と
り
あ
げ
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
簿
記
史
の
生
成
事
情
、
そ
の
意
義
に
ま
で
筆
を
進
め
る
。
ヤ
!
メ
イ
は
「
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
れ
ら
三
冊
の
書
物
は
博
士
論
文
と
し
て
ム
青
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
両
書
に
お
い
て
研
究
の
導
き
と
促
進
的
役
割
を
果
し
た
者
と
し
て
、
と
も
に
、
会
計
史
研
究
の
初
期
の
に
さ
な
功
献
を
な
し
た
く
♀
5
2
教
授
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
一
と
し
て
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
。
両
者
の
「
参
考
文
献
」
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
。
(
H
)
』・〉.門
U.
〈
OHHHH2・
〈
色
司
氏
広
ζ
叩口口
Fmv吋
仏
閣
同
町
H吋回目)円四
P
M
円
開
門
江
門
官
。
ヴ
ユ
同
己
申
旬
。
ロ
同
・
窓
口
一
吋
ロ
ロ
円
冊
子
山
口
o
g宮
司
回
目
白
間
三
回
叩
2
8
山
口
氏
刊
誌
ロ
包
む
ロ
mwMHuctロ
Am
品川
μ
℃吋中田
-JU《回目門戸
Oロ
血
相
戸
日
目
0
・
C
H円叩円
}Hf
H
∞由品・
(
M
)
回口
4
2
M窓
口
印
。
ロ
回
目
}
出
口
∞
-
d
H吋⑦円
E
-
H∞泊目・
(
ω
)
宮
岡
山
口
由
。
-
8
4目
ロ
げ
2
Z
Z
2
8
a叩
σc巾
r
g邑
古
田
C
2
C
叩
HH叩
HH包括一色門口
4
0
p
ロ
叩
口
回
目
白
岡
・
HUHN
・
(
品
)
ロ
刊
当
吉
田
C
m
w
g口
吉
岡
巾
H
H
a
m
w
J
N
R
5
0明白ロ凹ず回日
E
P
叶
老
町
丘
四
円山門口
F
己
目
ロ
回
目
白
間
・
一
戸
山
町
?
?
』
-C
・C-
〈
DH
H
叩
円
四
白
句
・
問
問
F
。四一月冊目内叩三口問
u
n
c
E門出口
H-C可
2
E
L∞
UN-
し
ア
の
・
〈
(
o
-
g巾
円
)
司
口
。
・
〈
・
問
。
y
r
-
2
}内一
γ
司
田
口
山
口
。
-
矢
田
〈
叩
同
町
田
口
i
門芝山口問
0
4
2
内同四日同
g
旬
H
H
5
5
g叩
5
c
c
a吉
岡
・
円
o
h
g
a白
5
・戸∞由∞・
こ
れ
ら
の
研
究
が
テ
ン
・
ハ
l
べ
の
研
究
|
!
と
く
に
十
七
・
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
と
ヤ
i
メ
イ
教
授
は
い
う
。
こ
れ
ら
は
わ
が
国
に
は
全
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
直
接
こ
れ
に
に
当
っ
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
テ
ン
・
ハ
i
ベ
の
大
著
に
つ
い
て
、
ャ
1
メ
イ
は
、
「
テ
ン
・
ハ
!
べ
の
取
扱
っ
た
時
代
〔
十
七
・
八
世
紀
]
に
は
、
〔
十
七
世
紀
初
頭
の
〕
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
l
ピ
シ
の
よ
う
に
政
治
的
に
も
、
学
問
的
に
も
偉
出
し
た
人
物
を
含
む
も
め
で
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
「
ワ
ニ
ン
ヘ
ン
(
者
間
i
昆
口
問
ゲ
叩
ロ
)
、
コ
ッ
ク
(
の
c
n
w
V
デ
・
フ
l
フ
(
仏
叩
の
円
回
目
。
、
そ
し
て
デ
・
ラ
・
ポ
ル
ト
ハ
含
-pgユ
四
)
と
い
っ
た
い
く
人
か
の
主
要
な
著
書
を
含
ん
で
い
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
ャ
1
メ
イ
は
二
つ
の
本
、
ピ
レ
ン
・
フ
ァ
シ
・
ヒ
ィ
l
ゾ
ル
(
当
E
U
B
Sロ
の
b
N
包
)
と
ヤ
コ
ブ
・
ク
ニ
ッ
ベ
ル
G
R
o
t
関
口
喜
宮
C
に
特
に
注
目
さ
れ
る
。
前
者
は
会
計
組
織
、
複
式
簿
記
組
織
に
つ
い
て
の
最
初
の
理
論
家
と
呼
び
う
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ス
テ
ィ
i
ビ
γ
に
多
く
を
負
う
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
十
八
世
紀
の
末
葉
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
業
の
会
計
の
最
初
の
本
で
あ
る
(
O
H
M
-
田
宮
岡
刊
号
'
E
D
S
8
3。
ヤ
i
メ
イ
は
注
目
す
べ
き
も
の
を
以
よ
の
よ
う
に
指
摘
き
れ
る
が
本
書
の
書
誌
学
的
研
究
に
お
い
て
は
完
全
性
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
ャ
!
メ
イ
の
今
と
り
あ
げ
て
い
る
「
十
七
・
八
世
紀
史
」
の
構
成
を
み
て
ゆ
こ
う
。
第
一
章
十
七
・
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
商
業
、
海
運
業
、
生
産
業
の
歴
史
的
概
観
第
二
章
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
簿
記
の
歴
史
l
lこ
れ
が
本
文
で
あ
る
。
第
三
章
諸
外
国
に
お
け
る
簿
記
学
の
歴
史
第
四
章
要
約
|
|
簿
記
組
織
、
仕
訳
の
法
則
、
締
切
り
、
帳
簿
〔
帳
簿
組
織
〕
、
工
業
簿
記
、
会
社
簿
記
附
録
I
簿
記
実
務
、
E
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
簿
記
記
録
係
、
E
第
二
章
で
と
り
あ
げ
た
簿
記
書
の
保
管
場
所
の
目
録
、
w
H
参
考
文
献
書
言干
ヤ
l
メ
イ
教
授
は
「
こ
の
附
録
は
、
実
際
に
適
応
し
た
会
計
の
変
揚
を
一
ポ
す
も
の
と
し
て
大
き
な
興
味
が
あ
る
」
と
い
い
、
「
実
務
家
に
よ
る
会
計
実
務
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
と
要
求
に
適
合
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
変
揚
を
全
部
包
括
し
て
い
る
論
文
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
(
H
ベ
l
ジ
〉
と
い
う
が
、
実
践
的
に
も
貴
重
な
も
の
と
い
い、
7
る。
以
上
、
ャ
!
メ
イ
の
序
の
大
要
を
の
べ
て
き
た
が
、
テ
シ
・
ハ
!
ベ
の
主
著
の
読
み
方
を
わ
れ
わ
れ
に
示
す
も
の
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
に
本
書
を
か
き
あ
げ
て
後
、
数
年
た
っ
て
「
簿
記
史
の
概
観
」
(
U
m
o
g岳
山
色
白
口
目
的
4
8
v
a
∞8
5
0邑
g
Z
〈
O
問。
-iznZ)
と
い
う
本
を
本
格
的
に
か
き
は
じ
め
た
が
、
一
般
読
者
に
も
、
会
計
学
徒
に
も
有
益
な
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
出
版
年
代
は
し
ら
な
い
。
残
念
な
が
ら
評
者
は
こ
の
本
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
ヤ
i
メ
イ
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
図
書
館
で
、
テ
ン
・
ハ
i
べ
の
こ
の
本
に
接
す
る
機
会
を
得
た
が
、
会
計
史
に
は
じ
め
て
興
味
を
感
じ
た
と
き
、
こ
の
本
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
い
か
ほ
ど
私
の
研
究
に
助
け
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
し
み
じ
み
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
が
一
般
会
計
史
門
会
計
通
史
〉
を
体
系
化
す
る
す
ぐ
れ
た
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
本
稿
で
論
評
し
よ
う
と
す
る
著
述
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
形
成
の
背
景
を
論
じ
ら
れ
る
ヤ
!
メ
イ
の
序
は
、
フ
ァ
ン
・
セ
ベ
シ
タ
1
教
授
の
英
訳
書
の
序
で
あ
る
が
、
原
書
に
つ
い
て
の
評
で
も
あ
っ
た
。
一
一一一
書
正ー
ロ=口
本
論
に
入
っ
て
再
び
ふ
れ
る
が
、
戦
前
の
研
究
の
大
い
な
る
発
展
が
み
ら
れ
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
十
八
世
紀
ど
ま
り
の
研
究
が
多
か
っ
た
が
、
テ
ン
・
ハ
l
べ
に
よ
っ
て
こ
こ
に
二
十
世
紀
の
前
半
ま
で
体
系
化
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
本
書
の
特
色
で
あ
る
が
、
テ
ン
・
ハ
i
ぺ
は
地
味
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
が
本
書
を
公
刊
す
る
意
義
で
あ
り
、
本
書
の
体
系
の
う
ち
に
会
計
史
の
体
系
を
知
り
う
る
し
、
そ
れ
が
会
計
史
の
新
体
系
で
あ
っ
た
。
本
書
の
体
系
に
つ
い
て
は
次
節
で
ふ
れ
る
。
ヤ
1
メ
イ
は
こ
の
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
序
の
最
後
に
ヤ
l
メ
イ
の
追
悼
の
名
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
テ
ン
・
ハ
l
べ
博
士
の
筆
に
な
る
会
計
史
蓄
が
、
も
は
や
こ
れ
以
上
は
書
か
れ
な
い
と
思
う
こ
と
は
悲
し
い
。
博
士
は
一
九
七
四
年
に
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
の
優
れ
た
、
か
け
が
い
の
な
い
著
述
や
、
こ
の
一
般
会
計
史
研
究
は
、
後
進
に
な
が
く
、
偉
大
な
る
学
者
を
回
想
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
序
は
一
九
七
五
年
十
二
月
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
四
著
者
の
序
お
よ
び
本
書
の
構
成
。
テ
ン
・
ハ
l
ベ
は
「
な
ぜ
に
再
び
会
計
史
の
著
書
を
出
す
る
の
か
」
と
ま
ず
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
新
し
い
解
釈
が
な
り
た
つ
と
こ
ろ
に
新
し
い
会
計
史
書
を
出
す
意
義
が
あ
ろ
う
。
序
の
冒
頭
の
数
行
に
テ
ン
・
ハ
i
ベ
の
史
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
本
論
の
序
章
(
第
一
章
)
で
も
「
過
去
の
解
釈
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
生
起
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
ま
さ
に
過
去
の
で
き
事
で
あ
っ
て
、
一
一
四
と
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
」
(
巧
伯
仲
E
Z
円
40門戸市島
g
Z
巾コ
Hu-82開
?
4
0
E
B
山田凪
g
n
E
E唱
富
合
問
自
E
o
g帥
門
出
)
。
「
し
か
し
な
が
、
り
、
も
の
事
は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
歴
史
の
な
か
で
起
っ
た
す
べ
て
の
も
の
事
は
不
変
の
事
柄
で
あ
る
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
発
展
と
い
う
こ
と
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
事
実
を
選
定
す
る
こ
と
の
意
義
は
国
定
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
(
序
・
V
ペ
ー
ジ
)
。
本
論
に
お
い
て
「
過
去
に
起
っ
た
す
べ
て
の
も
の
が
歴
史
で
あ
る
の
で
は
な
い
」
ハ
〉
口
町
少
司
由
同
N
W
U
E
F
a
4
2
H申向日目白『
3
コ白内間四回旬。叩
5
・
F
国
間
叩
叩
ロ
目
。
mnE包
g
-∞
一
)
と
の
べ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
的
な
歴
史
家
、
ホ
イ
ジ
ン
ハ
ハ
国
巳
N
E岡
田
〉
を
引
用
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
「
歴
史
は
理
性
の
産
物
で
あ
る
」
。
「
過
去
は
時
間
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
極
限
ま
で
に
普
遍
的
な
理
解
を
結
合
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
混
淳
と
し
て
心
に
描
く
」
(
同
2
2
ユ
邑
g
山田巾
3
江
古
田
σ
叩関門戸唱。
HH48円
N04m円巾円
冊
。
ロ
丘
四
四
旨
印
ロ
叩
4
8
3
Eロ
兵
器
口
語
5
0
E
g
F
U
Z
Z
8
4田口
口
町
吉
田
〉
。
こ
こ
か
ら
テ
ン
・
ハ
l
べ
の
会
計
史
は
展
開
さ
れ
る
。
以
下
み
て
ゆ
く
よ
う
に
一
個
の
史
観
に
支
え
ら
れ
た
学
聞
の
香
り
た
か
き
一
著
で
あ
る
。
こ
れ
を
フ
ァ
ン
・
セ
ベ
ン
ダ
ー
教
授
は
英
語
で
そ
の
味
を
出
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
本
書
は
ヤ
l
メ
イ
の
引
用
に
も
あ
っ
た
「
簿
記
史
の
概
観
」
が
基
底
に
あ
る
が
、
英
語
圏
の
研
究
や
イ
タ
リ
ア
の
研
究
室
日
を
分
析
す
る
な
か
で
、
「
手
許
に
あ
る
新
史
料
ゃ
、
私
自
身
の
見
解
の
変
化
に
刺
激
さ
れ
て
、
会
計
史
の
一
般
的
研
究
を
書
こ
う
と
す
る
新
し
い
、
ほ
か
の
試
み
を
な
そ
う
と
決
意
し
た
」
の
が
本
書
で
あ
っ
た
。
一
九
七
一
年
の
経
営
学
雑
誌
ハ
玄
i
宮
口
門
同
三
白
血
4
0
0
吋
閃
包
ユ
古
田
注
目
宮
山
由
同
門
丘
町
g
O
H
阿
国
ロ
戸
田
同
点
。
)
に
六
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ン
・
ハ
l
ベ
の
会
計
の
技
術
的
制
約
性
や
経
済
的
必
要
性
を
考
察
の
な
か
に
入
れ
る
べ
き
と
す
る
主
張
が
熱
を
こ
め
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
新
し
い
通
史
が
体
系
化
さ
れ
た
が
大
い
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
序
文
、
序
宏
も
っ
て
本
論
が
は
じ
ま
る
が
、
そ
の
構
成
を
略
一
不
し
よ
う
。
〔
第
一
章
〕
序
説
|
|
こ
こ
で
簿
記
日
会
計
史
の
基
本
問
題
を
哲
学
的
、
経
済
史
的
な
知
識
ま
で
も
動
員
し
て
の
解
説
で
、
会
計
史
の
方
法
論
的
基
礎
で
も
あ
る
。
カ
ッ
コ
で
く
く
っ
た
の
は
原
書
に
は
章
数
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
突
訳
書
は
章
数
を
つ
け
て
い
る
。
同
第
二
寧
〕
古
代
会
計
史
1
1
1
記
数
法
お
よ
び
貨
幣
の
影
響
、
古
代
世
界
に
お
け
る
持
記
発
展
の
絶
頂
〔
第
三
章
]
一
五
Q
O年
に
い
た
る
(
ま
で
の
)
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
会
計
の
発
展
l
1イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
商
業
銀
行
業
、
簿
記
計
算
の
起
源
、
銀
行
業
者
(
両
替
商
〉
に
よ
る
複
式
簿
記
の
成
立
、
大
企
業
の
簿
記
、
パ
テ
ョ
l
リ
、
お
よ
び
パ
チ
ョ
i
リ
の
簿
記
。
こ
れ
が
複
式
簿
記
生
成
申
ん
で
あ
る
。
〔
第
四
章
〕
一
五
O
O年
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
以
外
の
国
に
お
け
る
簿
記
の
発
展
l
l南
ド
イ
ツ
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
フ
ラ
ン
ス
、
南
ネ
1
ザ
l
ラ
ン
ド
(
ベ
ル
ギ
ー
)
〔
第
五
章
〕
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
か
ら
世
界
商
業
へ
の
変
化
|
|
商
業
圏
の
拡
大
、
独
占
的
企
業
の
成
立
。
株
式
会
社
の
元
祖
と
も
い
わ
れ
る
イ
書
許
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
形
成
と
展
開
φ
門
第
六
章
〕
十
六
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
簿
記
書
の
著
者
た
ち
I
1
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
ネ
l
ザ
l
ラ
シ
ト
(
オ
ラ
ン
ダ
)
〔
第
七
章
〕
十
九
世
紀
お
よ
び
二
十
世
紀
前
半
に
お
け
る
簿
記
の
発
展
、
簿
記
か
ら
経
営
管
理
学
へ
、
そ
し
て
結
論
。
こ
の
第
七
章
を
会
計
史
の
体
系
に
と
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
、
二
十
世
紀
初
頭
に
さ
か
ん
に
著
わ
さ
れ
た
会
計
史
書
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
簿
記
を
こ
え
て
会
計
が
展
開
す
る
。
本
格
的
な
会
計
史
論
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
テ
ン
・
ハ
i
ベ
の
遺
著
で
あ
り
、
博
士
の
永
年
の
思
考
が
結
晶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
第
二
早
は
本
書
の
、
ま
た
テ
ン
・
ハ
l
べ
の
会
計
史
観
が
一
ホ
さ
れ
て
お
り
、
会
計
史
の
一
般
的
方
法
を
一
不
す
。
ま
ず
「
過
去
と
い
う
も
の
の
一
般
的
理
解
」
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
「
簿
記
発
展
の
理
解
」
へ
と
進
む
。
テ
シ
・ハ
i
べ
は
簿
記
史
を
単
な
る
技
術
展
開
史
と
し
て
の
み
把
握
せ
ず
、
経
済
発
展
と
の
対
応
に
お
い
て
簿
記
史
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
書
に
お
い
て
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。
「
複
式
簿
記
概
念
の
変
化
」
に
つ
い
て
、
先
学
と
の
悶
に
は
「
現
在
、
複
式
簿
記
概
念
の
内
容
に
つ
い
て
殆
ん
ど
不
一
致
は
な
い
」
(
原
書
〔
D
〕
一
四
ペ
ー
ジ
、
英
訳
〔
E
〕
六
ペ
ー
ジ
)
と
し
、
十
七
世
紀
、
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
の
簿
記
蓄
に
注
目
す
る
。
一
一
五
書
評
第
一
章
の
内
容
。
過
去
と
い
う
も
の
の
一
般
的
理
解
、
簿
記
の
過
去
の
発
展
の
理
解
、
簿
記
の
必
要
性
の
変
化
、
技
術
的
可
能
性
の
変
化
、
複
式
簿
記
概
念
の
変
化
、
過
去
に
お
い
て
は
複
式
簿
記
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
、
発
明
品
と
み
ら
れ
る
複
式
簿
記
ハ
ぽ
二
号
ヴ
冊
目
ぎ
再
吉
見
g
問。
N
吉
田
ぽ
己
主
ロ
品
目
出
回
)
、
複
式
簿
記
は
ど
こ
で
成
立
し
か
と
い
ゐ
由
題
、
会
計
史
の
資
源
、
多
く
の
領
域
に
お
け
る
簿
記
の
生
成
、
商
業
の
影
響
、
工
業
の
影
響
、
銀
行
業
の
影
響
、
政
府
の
影
響
、
大
土
地
所
有
の
影
響
、
歴
史
の
資
料
の
組
織
的
体
系
れ
(
E
a巾口
A
Sロ
念
g
z
g
E
m
-
s
田円。。。こ
の
最
後
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
会
計
の
歴
史
を
体
系
化
す
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
や
さ
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
の
べ
て
い
る
。
-
古
代
世
界
は
〔
会
計
史
的
に
は
〕
は
っ
き
り
と
独
自
の
像
を
示
し
て
い
る
i
l複
式
簿
記
生
成
史
に
お
け
る
古
代
史
の
地
位
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
起
源
を
も
っ
た
と
す
る
考
え
方
は
小
数
説
で
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
に
複
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
説
は
オ
ラ
ン
ダ
の
人
で
あ
る
p
-
カ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
大
い
に
主
張
さ
れ
た
が
、
テ
ン
・
ハ
i
ベ
は
彼
の
説
は
全
く
引
用
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
独
自
の
像
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
お
そ
ら
く
、
ア
ラ
プ
人
は
ロ
l
マ
人
か
ら
宏
子
の
簿
記
技
術
(
こ
れ
は
代
理
人
簿
記
と
も
い
わ
れ
る
|
|
茂
木
注
)
を
と
り
入
れ
た
が
、
逆
に
イ
タ
リ
ア
人
は
ア
ラ
ビ
ア
人
か
ら
ご
く
わ
ず
か
の
も
の
し
か
借
り
て
い
な
い」
(
D
・
二
八
ペ
ー
ジ
、
E
-
一
九
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
が
第
二
章
の
「
古
代
世
界
」
に
お
い
て
「
記
数
法
と
貨
幣
の
影
響
L
と
な
る
。
こ
の
第
二
章
で
は
一
一
六
テ
ン
・
ハ
l
べ
は
、
ォ
ッ
ク
ス
フ
才
l
ド
大
学
の
フ
エ
ロ
l
、
ク
ロ
ウ
(の
-HW-Z-a叩
ω
5・
。
円
。
円
也
氏
の
「
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
l
マ
の
会
計
」
と
い
う
論
文
(
リ
ト
ル
ト
ン
・
ャ
l
メ
イ
編
著
『
会
計
史
研
究
』
所
収
)
を
大
い
に
参
照
す
る
。
こ
の
問
題
の
最
高
の
論
文
と
い
っ
て
い
る
。
位
取
り
記
数
法
の
発
展
と
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
よ
る
簿
記
こ
そ
近
代
会
計
へ
の
発
展
の
芽
と
な
っ
た
。
2
2
五
O
O
年
頃
の
)
パ
チ
ョ
i
リ
に
い
た
る
イ
タ
リ
ア
の
中
世
。
こ
れ
は
簿
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
l
i第
二
次
大
戦
前
、
直
後
の
時
代
で
は
、
簿
記
史
は
専
ら
こ
こ
に
中
心
が
あ
っ
た
。
会
計
史
に
お
い
て
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
「
こ
の
時
期
の
資
料
は
現
実
に
存
在
す
る
会
計
帳
簿
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
入
手
し
や
す
い
し
と
い
う
。
十
七
・
八
世
紀
問
題
に
な
る
と
今
日
ま
で
は
会
計
帳
簿
そ
の
も
の
を
本
格
的
に
取
扱
っ
た
研
究
は
逆
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
3
イ
タ
リ
ア
以
外
の
国
の
一
五
O
O年
に
い
た
る
ま
で
の
中
世
。
l
lこ
れ
は
第
四
章
に
具
体
化
す
る
が
、
そ
こ
で
は
南
ド
イ
ツ
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
フ
ラ
ン
ス
、
南
ネ
l
ザ
1
ラ
ン
ド
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
「
と
く
に
南
、
北
ド
イ
ツ
の
事
業
所
会
計
と
し
て
知
ら
れ
る
会
計
の
発
展
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
会
計
方
法
は
複
式
簿
記
組
織
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
知
識
は
現
存
す
る
会
計
帳
簿
か
ら
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
4
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
う
ち
で
の
商
業
か
ら
世
界
商
業
へ
の
推
移
|
|
こ
れ
は
第
五
章
に
な
る
が
|
|
は
簿
記
の
つ
ぎ
の
発
展
の
た
め
の
背
景
を
構
成
し
た
。
「
こ
の
こ
と
は
技
術
的
形
式
の
発
展
、
会
計
に
対
す
る
洞
察
力
の
進
化
、
十
六
世
紀
、
十
七
世
紀
、
そ
し
て
産
業
革
命
が
は
じ
ま
る
ま
で
の
十
八
世
紀
の
印
刷
さ
れ
た
手
引
蓄
や
教
科
書
に
よ
る
一
五
O
O年
以
降
の
簿
記
知
識
を
含
む
の
で
あ
る
」
。
こ
れ
が
第
五
章
、
第
六
章
で
あ
る
0
5
産
業
革
命
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
た
会
計
の
発
展
、
そ
し
て
経
営
管
混
問
題
へ
の
会
計
問
題
の
包
摂
。
|
|
↓
」
れ
が
七
章
の
「
十
九
世
紀
お
よ
び
二
十
世
紀
前
半
に
お
け
る
会
計
の
発
展
1
i簿
記
よ
り
経
営
管
理
へ
」
と
な
る
。
.. ，、
本
書
の
特
色
、
0
・
テ
ン
・
ハ
i
べ
の
主
張
の
特
徴
は
十
七
・
八
世
紀
の
強
調
に
あ
る
。
こ
れ
が
第
五
章
以
下
と
な
る
。
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
従
来
の
ウ
ル
フ
、
ブ
ラ
ウ
ン
そ
の
ほ
か
の
通
史
的
研
究
で
は
中
世
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
複
式
簿
記
の
形
成
史
の
体
系
化
に
焦
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
つ
い
先
頃
ま
で
の
会
計
史
の
研
究
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
を
抜
け
だ
す
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
十
七
・
八
世
紀
の
研
究
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
テ
ン
・ハ
l
べ
こ
そ
は
う
っ
て
つ
け
の
学
者
で
あ
る
。
第
五
章
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易
か
ら
世
界
商
業
へ
の
推
移
」
(
り
叩
申
〈
叩
吋
岡
田
口
開
〈
出
口
仏
日
開
口
円
。
宮
田
O
E昆
巳
口
出
血
円
巧
∞
3
5
E
E巴
)
と
名
づ
け
ら
れ
、
商
業
圏
の
拡
大
、
占
独
企
業
(
5
8
0
3
H
F
m
t
R
Z
8
5
マ
同
四
位
。
川
口
)
の
起
源
と
い
う
内
容
が
ま
く
ま
れ
て
い
る
。
複
式
簿
記
の
形
成
に
は
前
期
的
資
本
の
遠
隔
地
貿
易
が
基
底
に
あ
る
。
こ
こ
で
形
成
さ
れ
た
複
式
簿
記
原
理
は
今
日
に
い
た
る
も
な
ん
ら
の
変
化
は
な
い
。
北
イ
タ
リ
ア
の
地
に
成
立
し
た
複
式
簿
記
は
商
業
圏
の
拡
大
に
書
評
と
も
な
っ
て
全
世
界
に
伝
播
し
て
ゆ
く
。
全
世
界
へ
の
伝
播
の
担
い
手
と
な
っ
た
も
の
は
、
こ
の
第
五
章
の
第
二
節
に
あ
る
「
独
占
的
企
業
」
で
あ
っ
た
。「
独
占
的
企
業
の
形
成
寸
二
ハ
O
O年
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
シ
ド
会
社
、
一
六
O
二
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
合
社
が
形
成
さ
れ
た
が
、
「
こ
れ
ら
二
つ
の
有
力
な
企
業
は
性
格
が
極
め
て
似
て
い
た
」
ハ
D
・六一
一
ペ
ー
ジ
、
五
三
ペ
ー
ジ
)
と
テ
ン
・
ハ
!
ベ
は
い
う
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
株
式
会
社
(
と
い
う
企
業
形
態
)
の
元
祖
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
的
企
業
形
態
の
成
立
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
ま
た
「
血
な
ま
ぐ
さ
い
植
民
地
の
歴
由
叫
ん
叙
述
が
始
ま
る
う
株
式
会
社
の
資
本
調
達
は
零
細
出
資
者
に
よ
り
大
衆
化
し
た
株
式
の
引
受
け
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
が
、
「
短
期
的
(
当
座
的
)
企
業
が
専
門
的
熟
達
者
た
ち
か
ら
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
経
営
管
理
に
な
ん
ら
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
第
三
者
と
し
て
、
彼
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
実
際
的
な
投
資
に
よ
る
継
続
企
業
定
♀
a
n
8
8
5
1
6
1テ
γ
・ハ
I
ベ
の
原
文
で
も
英
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
1
1
茂
木
注
〉
が
起
っ
た
。
」
(
D
・
六
三
ペ
ー
ジ
、
E
・
主
三
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
な
か
で
、
期
同
計
算
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
勅
許
は
一
O
年
ご
と
の
一
般
会
計
Q
g
'
O
吋
色
。
ぇ
B
E巳
口
問
)
に
つ
い
て
、
そ
の
七
章
、
十
三
章
、
十
四
章
で
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
独
裁
的
な
初
期
の
資
本
家
的
商
人
は
厚
か
ま
し
く
も
こ
れ
を
無
視
し
て
、
利
潤
は
分
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
」
(
D
・
六
四
ペ
ー
ジ
、
B
・
買
四
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
点
、
取
締
役
団
の
独
裁
と
し
て
大
塚
久
雄
教
授
は
「
終
り
に
い
た
る
ま
で
秘
密
の
中
に
一
一
七
書
評
閉
込
め
ら
れ
、
乱
脈
を
き
わ
め
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
」
(
大
塚
久
雄
著
作
集
・
第
一
巻
〔
株
式
会
社
発
生
史
論
〕
豆
O
O
頁
〉
と
い
っ
て
い
る
。
簿
記
技
術
、
制
度
も
そ
の
運
用
・
機
能
状
況
の
な
か
で
存
在
が
規
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
な
か
で
は
あ
る
が
、
期
間
計
算
が
指
向
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
計
算
に
お
い
て
は
、
一
六
O
二
年
か
ら
一
七
九
八
年
に
か
け
て
年
々
ほ
ぼ
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
(
D
・
六
四
ペ
ー
ジ
、
E
-
五
四
ペ
ー
ジ
〉
。
近
代
的
株
式
会
社
の
方
向
は
イ
ギ
リ
ス
に
あ
っ
た
と
テ
ン
・
ハ
l
べ
は
い
っ
て
お
り
、
職
業
的
会
計
人
も
こ
の
な
か
で
必
要
と
な
っ
た
と
い
う
。
「
株
式
会
社
の
歴
史
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
は
じ
め
に
お
い
て
は
、
年
次
報
告
書
の
公
開
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
株
主
保
護
に
向
っ
て
鋭
く
動
き
出
し
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
と
」
し
、
「
こ
の
こ
と
は
新
し
い
要
求
が
会
計
に
対
し
て
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
が
十
七
世
紀
問
題
で
あ
っ
て
、
会
計
史
の
発
展
の
大
き
な
節
目
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
産
業
革
命
の
な
か
で
、
も
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
ー
ー
ー
テ
ン
・
ハ
l
ベ
は
企
業
経
済
的
問
題
と
い
う
。
十
九
世
紀
の
問
題
で
あ
っ
た
。
七
第
六
章
は
「
十
六
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
会
計
〔
学
〕
の
著
者
た
ち
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
順
に
の
べ
る
が
、
そ
の
序
に
お
い
て
、
「
ベ
ニ
ス
式
簿
記
法
が
オ
ラ
ン
ダ
が
世
界
貿
易
の
指
導
的
役
割
の
は
た
す
し
ば
ら
く
の
問
一
一
八
(
十
七
世
紀
初
期
)
に
、
そ
の
状
況
に
合
う
よ
う
に
改
良
さ
れ
た
り
、
適
合
的
に
さ
れ
た
」
と
す
る
。
こ
こ
に
近
代
会
計
の
萌
芽
を
み
る
。
十
七
・
八
世
紀
を
通
じ
て
よ
う
や
く
成
立
し
て
く
る
資
本
主
義
、
そ
の
中
心
的
担
い
手
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
十
七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
「
そ
の
は
じ
め
に
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
や
オ
ラ
ン
ダ
の
著
者
た
ち
の
書
物
を
基
本
的
に
使
用
し
た
」
〈
D
・
六
六
ペ
ー
ジ
、
E
・
五
六
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
や
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
が
中
心
に
こ
こ
で
と
か
れ
て
い
る
が
、
や
が
て
「
そ
の
後
に
、
十
八
世
紀
を
通
じ
て
、
(
イ
ギ
リ
ス
に
)
独
自
の
学
問
が
起
っ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
、
簿
記
の
知
識
は
英
連
邦
に
拡
大
し
、
十
九
世
紀
に
、
〔
歴
史
の
〕
前
景
に
力
強
く
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
の
ア
メ
リ
カ
に
展
開
し
て
い
っ
た
守
本
論
で
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
べ
ら
れ
る
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
独
自
の
発
展
を
な
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
に
入
る
と
商
業
は
急
速
に
下
降
す
る
時
期
に
入
り
、
諸
種
の
法
律
的
規
制
の
制
約
を
う
け
て
き
た
」
。
こ
こ
に
フ
ラ
ン
ス
商
事
条
令
か
ら
は
じ
ま
る
一
連
の
規
制
が
簿
記
実
践
に
も
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
解
説
が
J
・
サ
ヴ
ァ
リ
!
の
『
完
全
な
る
商
人
』
と
な
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
た
。
こ
の
第
六
章
で
も
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
殆
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
テ
ン
・
ハ
l
ベ
の
考
え
方
も
あ
ろ
う
が
、
従
来
の
会
計
史
書
で
も
あ
ま
り
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
会
計
史
を
世
界
史
の
な
か
で
ど
う
と
り
あ
げ
る
か
、
こ
れ
は
通
史
を
描
く
と
き
の
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
「
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
」
。
「
会
計
〔
学
〕
の
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
学
派
は
十
六
世
紀
に
主
役
と
な
っ
た
」
(
D
・
六
九
ペ
ー
ジ
、
E
-
五
九
ペ
ー
ジ
〉
。
こ
の
学
派
の
中
心
人
物
は
イ
ム
ピ
ン
Q
白
ロ
ペ
BHV可
ロ
)
で
二
五
回
三
年
に
Z
E者
巾
E
己
2
2
5
8仏
O
Z耳
目
]
目
色
町
三
。
丘
町
四
三
門
付
旬
。
。
ロ
由
g
p
且
叩
回
同
岳
g
g
l
喜
田
:
:
:
と
い
う
簿
記
書
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
〔
ペ
ニ
ス
〕
式
簿
記
法
に
の
っ
と
っ
て
、
期
間
計
算
等
を
指
向
し
は
じ
め
た
書
物
で
あ
り
、
ネ
l
ザ
1
ラ
ン
ト
最
初
の
複
式
簿
記
書
で
あ
る
。
L
う
一
人
の
人
物
は
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
(
臼
8
0ロ
ω
s
iロ
)
で
あ
る
。
テ
ン
・
ハ
l
ベ
は
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
に
は
、
彼
の
写
真
ま
で
の
せ
、
相
当
の
頁
を
さ
い
て
い
る
。
そ
の
簿
記
書
は
4
2由
g出由民間
Z
の
E
m
w
n
y
窓口回目
mg
と
い
う
数
学
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
「
イ
タ
リ
ア
弐
商
業
簿
記
法
」
(
n
g苫
5
5
Z日
付
宮
口
込
山
口
問
。
目
v
a
m
w
H
H
即応凶田口
8
4司
こ
お
)
と
い
う
一
篤
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
の
簿
記
の
原
剣
は
、
「
彼
の
簿
記
の
基
本
原
則
は
財
産
(
コ
倉
田
包
窓
口
岡
田
0
5聞
こ
)
の
〔
所
有
の
い
は
じ
め
と
終
り
に
関
係
す
る
」
と
し
て
、
「
財
産
の
は
じ
め
は
借
方
に
記
入
さ
れ
、
終
り
は
貸
方
に
記
入
さ
れ
る
。
借
方
(
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
)
は
有
利
公
2
4
8
a
g
c
な
こ
と
で
あ
り
、
貸
方
(
側
)
は
有
害
2
8二
百
円
〈
町
長
g丘
四
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
テ
ン
・
ハ
i
べ
は
要
約
し
「
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
は
、
記
帳
の
す
べ
て
の
分
野
に
つ
い
て
、
財
産
〔
所
有
〕
の
始
点
、
終
点
論
に
よ
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
物
的
学
説
の
萌
芽
。
さ
ら
に
は
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
の
締
切
り
の
方
法
を
紹
介
す
る
が
、
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
は
ま
だ
決
算
残
高
勘
定
(
g
-
8
8
ち
8
仲田円円。ロロ
H
I
E
-
E印
srsz明
)
を
使
用
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
大
陸
法
的
締
切
法
は
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
と
ナ
る
。
さ
ら
に
貸
借
対
照
表
の
形
式
に
テ
ン
・
ハ
l
べ
は
言
及
す
る
が
、
「
な
ぜ
に
慣
習
的
実
践
か
ら
脇
道
に
そ
れ
た
か
」
(ζ
由
民
当
E
B
B
-
]
E
F
C
出向
4
8
a
o
書
評
四
時
『
H
E
Z
E
F
8
4
R
5
3
と
い
う
。
今
日
の
一
般
的
形
式
と
異
な
る
い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
形
式
に
つ
い
て
の
聞
い
で
あ
る
が
、
テ
ン
・
ハ
i
べ
は
ス
テ
ィ
l
ビ
ン
の
示
し
た
こ
の
形
式
は
国
家
財
政
の
支
出
を
は
か
つ
て
資
金
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
自
身
は
な
ん
ら
の
説
明
が
な
い
と
す
る
。
テ
ン
・
ハ
l
ベ
は
一
つ
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
つ
い
で
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
な
っ
て
、
こ
の
形
式
を
改
め
て
問
題
と
す
る
。
第
六
卒
の
最
後
|
|
こ
こ
に
相
当
部
分
を
さ
い
て
、
北
ネ
i
ダ
l
ラ
ン
ト
〔
オ
ラ
ン
ダ
〕
学
派
を
と
り
あ
げ
る
。
デ
・
ワ
l
ル
は
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
ま
で
で
、
そ
の
司
会
計
史
』
を
終
っ
て
い
た
し
、
オ
ラ
シ
ダ
会
計
史
は
こ
こ
に
焦
点
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
ス
テ
ィ
i
ピ
ン
の
占
め
る
地
位
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ま
さ
に
こ
こ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
史
は
始
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
論
述
し
た
と
こ
ろ
に
テ
ン
・
ハ
I
ベ
の
意
義
が
あ
る
。
十
七
世
紀
は
オ
ラ
ン
ダ
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
て
、
世
界
商
業
は
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
に
東
イ
ン
ド
会
社
が
た
つ
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
実
践
が
近
代
会
計
を
形
成
し
て
く
る
。
こ
の
背
景
に
お
い
て
、
「
二
ハ
O
O年
か
ら
一
六
五
O
年
に
か
け
て
の
期
間
で
三
十
五
冊
、
二
ハ
五
一
年
か
ら
一
七
O
O年
に
か
け
て
の
期
間
で
一
一
一
十
六
時
、
一
七
O
一
年
か
ら
一
七
五
O
年
ま
で
に
三
十
八
冊
・
:
・
」
(
D
・
七
八
ペ
ー
ジ
)
と
簿
記
・
会
計
書
が
出
版
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
初
版
の
出
版
年
次
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
版
が
一
六
八
八
年
出
た
デ
ユ
・
フ
i
フ
(
〉
σ
S
E宮
内
げ
の
吋
回
目
。
の
簿
記
童
聞
か
一
一
九
室
田
評
ら
は
じ
ま
る
。
勘
定
記
入
の
法
則
が
こ
こ
で
は
意
識
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
フ
ァ
ン
・
ヌ
l
リ
フ
ン
(
〉
D
H
F
C
E
g
-
4白口
ZOCH-四月
H
O
S
)
お
よ
び
デ
・
ラ
・
ポ
ル
ト
(
玄
白
門
医
o
z
a
o
E
H
U
R
Z
)
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
「
支
配
力
Q
g円
zzzgssz)
の
概
念
は
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
の
財
産
の
基
準
で
代
理
さ
れ
て
い
た
」
(
D
・
七
九
ペ
ー
ジ
、
E
-
六
九
ペ
ー
ジ
)
。
フ
ァ
ン
・
ヒ
ィ
l
ゾ
ル
(
巧
日
。
出
4
8
の
b
N
色
)
は
二
ハ
八
一
年
に
出
版
す
る
が
「
ス
テ
ィ
l
ピ
ン
と
は
対
照
的
に
、
商
人
そ
れ
自
体
、
他
の
人
々
、
貨
幣
、
商
品
と
い
う
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
勘
定
を
分
類
し
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
に
仕
訳
の
法
則
が
認
識
さ
れ
る
な
か
に
簿
記
学
の
成
立
を
知
る
が
、
こ
れ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
実
践
が
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
分
析
に
テ
ン
・
ハ
l
ベ
の
功
績
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
従
来
か
ら
み
と
め
ら
れ
て
い
の
た
で
あ
る
が
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
こ
の
書
に
お
い
て
は
さ
ら
に
十
九
世
紀
・
二
十
世
紀
ま
で
も
含
め
て
き
て
い
る
。
i¥ 
第
七
章
は
「
十
九
世
紀
お
よ
び
二
十
世
紀
前
半
期
の
会
計
の
発
展
|
|
簿
記
〔
学
〕
よ
り
経
営
〔
管
理
〕
学
へ
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
表
現
を
A
・
c-
リ
ト
ル
ト
ン
は
「
簿
記
〔
晶
子
〕
よ
り
会
計
〔
学
〕
へ
の
発
展
」
と
し
て
い
る
。
産
業
革
命
を
経
験
し
た
資
本
主
義
の
会
計
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
資
本
の
生
産
過
程
で
生
起
す
る
会
計
問
題
を
、
生
産
体
制
の
影
響
、
生
産
過
程
の
組
織
化
の
必
要
、
さ
ら
に
国
定
資
産
評
価
の
問
題
へ
と
展
開
す
一二
O
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
は
「
企
業
組
織
管
理
に
お
け
る
経
営
循
環
」
と
し
て
問
題
と
さ
れ
、
計
画
問
題
が
出
て
く
る
。
さ
ら
に
大
企
業
の
成
立
問
題
と
な
る
。
「
十
九
世
紀
の
途
中
に
お
い
て
経
済
構
造
が
変
化
し
て
き
た
。
a
-
-
そ
の
変
化
は
基
本
的
に
は
生
産
過
程
に
お
け
る
巨
大
な
資
本
額
の
投
資
を
必
要
と
し
て
く
る
。
:
:
:
産
業
革
命
に
い
た
る
ま
で
は
、
会
計
の
発
展
は
商
人
の
活
動
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
工
業
の
指
導
者
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
来
た
」
。
テ
ン
・
ハ
l
ベ
は
論
理
の
問
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
簿
記
理
論
へ
の
反
映
を
詳
述
す
る
。
フ
ル
ト
ン
と
か
、
ク
ロ
ム
ヘ
ル
ム
(
司
・
巧
・
の
円
ロ
ロ
}
邑
H
H
Y
U
E
g自
由
口
可
可
ぴ
可
ω山
口
四
日
夕
刊
O
D
Q
O
P
Z
H
∞
・
)
と
い
っ
た
英
書
に
注
目
す
る
。
も
ち
ろ
ん
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
ル
ン
ク
マ
ン
(
戸
ロ
お
ロ
宵
B
田
口
)
と
か
、
ク
ル
!
ク
ニ
イ
l
ト
(
巧
・
同
足
長
ロ
互
)
に
お
よ
ぶ
が
、
物
的
二
勘
定
説
思
考
が
展
開
し
た
こ
と
を
と
く
。
テ
ン
・
ハ
l
べ
は
こ
こ
で
も
ド
イ
ツ
会
計
学
に
は
あ
ま
り
ふ
れ
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
(
さ
ら
に
ス
イ
ス
)
に
お
い
て
勘
定
学
説
研
究
は
本
格
的
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
。
九
テ
ン
・
ハ
l
べ
の
結
論
。
一
番
新
ら
し
く
出
版
さ
れ
た
会
計
史
の
世
界
的
通
史
の
書
で
あ
っ
て
、
一
九
七
0
年
代
の
出
版
で
あ
る
。
最
後
の
要
約
に
お
い
て
、
ま
ず
十
六
・
七
世
紀
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
に
も
と
づ
く
宅
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
実
践
を
具
体
的
に
把
握
す
る
に
は
個
々
の
簿
記
記
録
人
の
活
動
(
商
業
活
動
も
含
め
る
必
要
あ
ろ
う
)
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
「
実
際
に
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
け
る
発
展
に
つ
い
て
は
何
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
」
(
D
-
一
一
九
ペ
ー
ジ
、
E
・一
O
九
ペ
ー
ジ
)
。
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
商
業
の
台
頭
の
請
に
は
、
こ
れ
ら
両
国
の
繁
栄
剥
が
あ
っ
た
。
遠
隔
地
貿
易
の
先
駆
を
な
し
た
が
、
こ
こ
に
お
け
る
簿
記
実
践
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。
ま
こ
と
に
テ
ン
・
ハ
i
べ
の
指
摘
は
す
る
と
い
。
つ
い
で
、
「
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
発
展
が
あ
る
こ
と
は
多
く
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
一
般
的
考
察
で
は
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
。
こ
れ
は
少
し
酷
評
で
あ
る
。
B
・
s-
ヤ
l
メ
イ
の
研
究
が
着
々
と
展
開
し
て
い
る
し
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
後
の
研
究
に
ま
た
れ
る
分
野
で
あ
る。
「
最
も
な
け
か
わ
し
い
空
白
は
、
政
府
の
会
計
や
財
政
管
理
の
発
展
に
た
い
す
る
包
括
的
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
た
め
の
史
料
は
充
分
身
近
に
あ
ろ
う
が
、
な
ん
ら
の
広
範
な
研
究
、
調
査
は
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
。
公
会
計
、
公
企
業
会
計
は
よ
う
や
く
近
頃
注
目
さ
れ
だ
し
た
会
計
学
の
一
つ
の
分
野
で
あ
る
。
ま
た
会
計
史
学
で
は
と
り
あ
げ
る
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
も
う
一
つ
テ
ン
・
ハ
l
べ
で
は
大
士
地
所
有
の
財
産
管
理
会
計
は
一
五
O
O年
頃
ま
で
が
会
計
史
学
で
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
か
と
問
う
。
「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
史
料
は
私
も
知
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
未
開
拓
分
野
を
あ
げ
ら
れ
結
び
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
0
・
テ
ン
・
ハ
!
ぺ
博
士
の
簿
記
史
の
書
評
を
終
る
が
、
博
士
の
世
界
史
的
書
評
規
模
で
の
会
計
史
を
お
も
い
か
え
す
と
き
、
東
洋
の
、
そ
し
て
日
本
で
の
、
日
本
か
ら
み
た
世
界
史
的
会
計
史
の
体
系
化
の
必
要
を
感
ず
る
。
評
者
は
こ
の
試
み
と
し
て
「
近
代
会
計
成
立
史
論
」
(
昭
和
四
四
年
)
を
世
に
問
う
た
が
、
そ
れ
か
ら
数
年
た
っ
た
。
テ
ン
・
ハ
i
べ
は
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と
し
て
世
界
史
的
会
計
史
を
展
開
さ
れ
た
が
、
会
計
史
の
通
史
的
研
究
の
大
い
な
る
前
進
で
あ
り
、
こ
の
手
法
を
学
ぶ
必
要
を
つ
う
静
思
す
る
。
会
計
史
の
世
界
史
的
体
系
化
に
は
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
の
研
究
は
是
非
と
も
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
ま
た
未
開
拓
の
問
題
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
先
学
の
努
力
は
あ
っ
た
。
そ
の
先
駆
は
古
く
大
正
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
(
旧
制
)
長
崎
高
等
商
業
学
校
、
武
藤
長
蔵
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
は
書
誌
学
的
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
「
明
治
以
前
我
長
崎
に
伝
は
り
し
蘭
文
伊
太
利
簿
記
書
」
(
長
崎
者
商
研
究
館
月
報
6
・
大
正
九
年
十
一
月
〉
、
「
前
号
所
載
月
報
『
明
治
以
前
我
長
崎
に
伝
は
り
し
蘭
文
伊
太
利
簿
記
』
の
追
録
」
(
同
7
・
大
疋
九
年
十
二
月
)
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
明
治
以
前
長
崎
ニ
伝
ハ
ワ
シ
蘭
文
伊
太
利
式
商
業
簿
記
書
ニ
就
テ
」
Q
国
民
経
済
一
雑
誌
』
第
三
O
巻
一
号
・
大
正
一
O
宇
一
月
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
小
島
男
佐
夫
編
著
『
簿
記
史
研
究
』
(
大
学
堂
書
鹿
・
昭
和
主
O
年
九
月
〉
に
再
録
さ
れ
て
い
る
Q
巧・
0
邑
与
え
?
ロ
即
日
目
白
田
富
島
町
内
8
官
g
g
∞8
5
2白
3
・
河
口
け
H
O
E即日
-
H
∞ω
の
紹
介
を
通
じ
た
書
誌
学
的
研
究
で
あ
る
が
「
一
八
四
七
年
既
に
我
長
崎
出
島
ニ
輸
入
サ
レ
居
リ
シ
:
:
:
」
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
簿
記
法
の
洋
式
簿
記
化
に
関
し
て
も
一
つ
の
問
題
を
な
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
に
入
り
、
十
年
代
は
じ
め
に
、
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
同
書
評
中
藤
一
郎
教
授
に
よ
っ
て
、
デ
・
ワ
l
ル
、
お
よ
び
0
・
テ
・
ハ
I
ベ
の
会
計
史
書
の
紹
介
が
、
「
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
史
研
究
」
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
口
と
し
て
本
稿
で
も
取
扱
っ
た
十
七
・
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
に
い
た
り
日
蘭
交
渉
史
的
手
法
を
も
っ
て
、
小
島
男
佐
夫
「
十
七
世
紀
洋
式
簿
記
渡
来
と
社
会
経
済
背
景
|
|
平
戸
紀
行
」
が
関
西
学
院
司
商
学
論
究
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
昭
和
四
十
八
年
一
月
に
『
簿
記
史
』
の
な
か
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
西
川
孝
治
郎
教
授
に
よ
っ
て
「
わ
が
国
の
簿
記
発
達
に
及
ぼ
し
た
和
蘭
の
影
響
」
(
同
丘
町
O
Zケ
由
主
富
司
P
U
C
R
F
宮内
-
z
g
n自
由
ロ
吾
叩
何
回
三
ω
1
b
O
4品
目
C
H
u
g
g
H
丘
町
gw-
raE四
Z
M
8
8
)
〔
『
商
学
集
誌
』
日
本
大
学
・
第
一
二
十
四
巻
合
併
号
・
昭
和
三
十
九
年
十
月
〕
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
か
ら
わ
が
国
の
オ
ラ
γ
ダ
会
計
史
の
研
究
は
本
格
化
し
た
。
そ
の
構
成
は
1
・
簿
記
史
の
中
の
複
式
簿
記
日
本
伝
来
史
、
2
・
イ
タ
リ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
、
3
・
オ
ラ
ン
ダ
の
簿
記
1
1
西
川
教
授
は
ヤ
ン
・
イ
ム
パ
イ
ン
の
簿
記
書
を
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
1
ピ
ン
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い。
4
・
東
印
度
会
社
平
戸
商
館
|
|
こ
こ
で
当
時
の
複
式
簿
記
実
践
を
実
務
的
に
の
べ
て
い
る
。
5
・
平
戸
お
よ
び
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
、
6
・オ
ラ
ン
ダ
商
館
会
計
震
痔
l
|仕
訳
帳
、
元
帳
の
実
例
を
写
真
で
示
し
て
い
る。
7
・
徳
川
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
蘭
文
簿
記
書
|
1武
藤
教
授
の
研
究
に
も
ふ
れ
ら
れ
る
。
8
.
広
く
深
い
オ
ラ
ン
ダ
の
影
響
|
|
!
こ
こ
で
和
式
帳
合
の
仕
組
み
、
計
算
原
理
を
洋
式
簿
記
で
あ
る
複
式
簿
記
法
と
対
比
し
て
い
る
。
以
上
の
構
成
か
ら
な
る
論
稀
で
あ
る
が
、
こ
ζ
に
会
計
史
の
蘭
一一
一
学
事
始
が
な
さ
れ
た
。
西
川
教
授
の
研
究
は
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
が
、
ま
だ
散
発
的
で
あ
る
。
評
者
は
会
計
史
研
究
の
前
進
の
た
め
に
は
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
「
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
の
す
す
め
」
と
題
す
る
論
稿
を
『
産
業
経
理
』
(
第
三
十
七
巻
三
号
、
一
九
七
七
年
三
月
〉
に
発
表
し
た
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
研
究
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
書
物
が
あ
る
@
こ
れ
は
武
藤
長
蔵
遺
稿
、
山
田
憲
太
郎
編
『
海
外
文
化
と
長
崎
』
で
あ
る
。
武
藤
教
授
の
人
格
、
業
績
を
し
の
ん
で
出
版
さ
れ
た
も
J
の
で
、
学
問
と
と
も
に
お
人
柄
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
心
あ
た
た
ま
る
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
が
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
千
倉
書
房
一
か
ら
出
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
と
し
て
会
計
史
の
実
証
的
研
究
を
前
進
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
研
究
史
料
も
と
と
の
い
つ
つ
あ
る
。
会
計
帳
簿
の
所
在
も
わ
か
っ
て
き
た
し
、
加
藤
栄
一
、
山
脇
悌
二
郎
氏
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
に
も
と
づ
く
研
究
も
出
て
い
る
。
0
・
テ
ン
・
ハ
l
ベ
の
簿
記
史
は
博
士
の
最
後
の
著
述
で
あ
る
が
、
後
進
に
研
究
の
方
向
を
示
し
た
大
著
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
費
言
で
も
あ
る
。
博
士
の
御
冥
福
を
い
の
る
。
〔
附
記
〕
オ
ラ
ン
ダ
人
名
の
読
み
か
た
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
文
化
部
ミ
セ
ス
・
ヨ
ネ
ノ
(
米
野
夫
人
〉
の
御
教
示
を
え
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
